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「久々に歩いたナイトウォーク」

スポーツ推進委員　中尾　彰

　令和６年度も小学校卒業記念ナイトウォークが開催される運びとなった。日程は卒業式後の３月

２９日土曜夜に出発、３０日日曜早朝に帰着である。これまで私は自分の子どもたちとともに何度

か完歩したことがあったが、今回は９年ぶりに歩行リーダーの一員として歩いての参加となった。

　開催日当日の午前中は雨が降り、本イベントの開催が多少不安視されたが、出発時刻には雨は上

がっていて、無事に開催の運びとなった。

　２２時に小松川小学校から出発し、私は歩行リーダーとして先頭方面で歩いた。歩きはじめてす

ぐに、錦糸町付近では歩道に酔客が多く、多少ながら気を遣った。そのまま両国、秋葉原、九段下

を通過し、最初の休憩所である千鳥ヶ淵公園に到着した。千鳥ヶ淵周辺は桜が満開で、卒業イベン

トに相応しい雰囲気であった。昔の記憶では、桜がもう少しライトアップされていた印象であった

が、お堀の桜は暗い淵にあり、真夜中であることを認識させられた。

　休憩後、桜田門を通ってイベント中もっとも華やかである銀座へと向かった。昼間は賑やかな銀

座の街並みを一般人のいない真夜中に歩くのは、毎回、自分たちが独占しているようで贅沢な時間

と感じさせてくれる。そこから、永代通りを通り、永代橋経由で二度目の隅田川を渡り、次の休憩

所の木場公園を目指す。

　木場公園ではトイレを済ませ、おやつなどを食べる。子どもたちの疲れが出てくる時間である。

そこから終盤の仙台堀川公園へと向かう。公園内は、信号もなく迷路のようで、先が見えないため

疲れ、眠気がピークに達する。足の痛みが出る子や、眠気で意識の飛ぶ子が出てくる。そんな子ど

もたちを「もう少しだよ、頑張って」と鼓舞、応援して先を促す。私は久々に公園内を歩いたが、

一木会の方が要所に立っておられ、迷わず安心して歩けたことにとても感謝した。公園を抜け、東

大島駅を越え、小松川第二小学校前を通過し、無事に小松川小学校に帰着できた。

　保護者も含め、子どもたちは最初で最後の経験となるイベントかもしれない。楽しかった、苦し

かった、いろいろな感想はあるだろう。夜通し歩き通した達成感は、子どもたちの今後の糧になっ

てくれることに期待したい。ともに運営に携わった関係者の皆さま、お疲れさまでした。
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